
(57)【要約】

操縦可能な内視鏡シースは、近位端、遠位端、および内

部に配置された作業チャネル管腔を有する。発光ダイオ

ードのような複数の固体発光デバイスが、このシースの

遠位端の近くに配置され、そして選択的にエネルギー付

与されて、内部身体組織を照射する。フォトダイオード

またはＣＣＤカメラのような画像化デバイスは、組織か

ら反射された光から画像を生成する。内視鏡シースの遠

位先端は、シース内に挿入可能な偏向デバイスを用いて

選択的に移動可能である。この偏向デバイスは、先端偏

向機構を備え、この機構は、使用者が、偏向デバイスの

先端を動かすことを可能にし得る。この偏向デバイスが

シースに挿入された状態で、遠位先端の動きは、シース

の遠位先端の対応する動きを引き起こす。シースの遠位

先端は、形状保持機構を有し、これによって、一旦、偏

向デバイスがシースから取り外された場合に、偏向デバ

イスによって付与された形状が付与される。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 画 像 化 内 視 鏡 で あ っ て 、 以 下 ：
　 近 位 端 、 遠 位 端 お よ び 内 部 に 配 置 さ れ た 作 業 チ ャ ネ ル を 有 す る 内 視 鏡 シ ー ス で あ っ て 、
該 作 業 チ ャ ネ ル は 、 該 近 位 端 か ら 該 遠 位 端 ま で 延 び る 、 内 視 鏡 シ ー ス ；
　 少 な く と も １ つ の 固 体 光 源 で あ っ て 、 内 部 身 体 組 織 を 照 射 す る た め に 、 該 シ ー ス の 該 遠
位 端 に 配 置 さ れ た 、 少 な く と も １ つ の 固 体 光 源 ；
　 該 シ ー ス の 該 遠 位 端 に 配 置 さ れ た 画 像 セ ン サ ；
　 該 シ ー ス の 該 遠 位 端 を 選 択 的 に 配 置 す る た め の 偏 向 デ バ イ ス で あ っ て 、 該 偏 向 デ バ イ ス
は 、 以 下 ：
　 　 近 位 端 お よ び 遠 位 端 、 な ら び に 該 遠 位 端 を 移 動 さ せ る た め の 操 縦 機 構 、
　 を 備 え る 、 偏 向 デ バ イ ス 、
を 備 え 、 該 細 長 シ ャ フ ト が 、 該 内 視 鏡 の あ り 得 る 作 業 チ ャ ネ ル 内 に フ ィ ッ ト し 、 そ し て 該
シ ー ス の 該 遠 位 端 に 係 合 し 、 そ の 結 果 、 該 偏 向 デ バ イ ス の 該 遠 位 端 が 移 動 さ れ る 場 合 、 該
シ ー ス の 該 遠 位 端 も ま た 移 動 さ れ る 、 画 像 化 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 偏 向 デ バ イ ス に お け る 前 記 操 縦 機 構 が 、 １ つ 以 上 の プ ル ワ イ ヤ を 備 え る 、 請 求 項 １
に 記 載 の 画 像 化 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 内 視 鏡 シ ー ス の 前 記 遠 位 端 が 、 前 記 近 位 端 よ り 可 撓 性 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 画
像 化 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 内 視 鏡 シ ー ス の 前 記 近 位 端 が 、 強 化 編 組 を 備 え る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 画 像 化 内 視 鏡
。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 画 像 セ ン サ が 、 光 検 出 器 を 備 え る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 画 像 化 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 画 像 セ ン サ が 、 Ｃ Ｃ Ｄ ア レ イ を 備 え る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 画 像 化 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 内 視 鏡 シ ー ス の 前 記 遠 位 端 が 、 形 状 保 持 機 構 を 有 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 画 像 化 内
視 鏡 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 形 状 保 持 機 構 が 、 屈 曲 可 能 な 金 属 部 材 で あ る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 画 像 化 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ９ 】
　 内 部 身 体 組 織 を 画 像 化 す る た め の シ ス テ ム で あ っ て 、 以 下 ：
　 使 い 捨 て 内 視 鏡 シ ー ス で あ っ て 、 該 内 視 鏡 シ ー ス は 、 近 位 端 、 遠 位 端 、 該 近 位 端 か ら 該
遠 位 端 ま で 延 び る 作 業 チ ャ ネ ル 、 該 遠 位 端 に お け る 、 該 身 体 組 織 を 照 射 す る た め に 選 択 的
に 作 動 さ れ る 複 数 の 発 光 ダ イ オ ー ド 、 お よ び 該 身 体 組 織 の 画 像 を 生 成 す る た め の 画 像 セ ン
サ を 有 す る 、 使 い 捨 て 内 視 鏡 シ ー ス ； な ら び に
　 偏 向 カ テ ー テ ル で あ っ て 、 該 偏 向 カ テ ー テ ル は 、 近 位 端 、 遠 位 端 お よ び １ つ 以 上 の プ ル
ワ イ ヤ を 有 し 、 該 プ ル ワ イ ヤ は 、 該 遠 位 端 を 移 動 さ せ 、 該 偏 向 カ テ ー テ ル は 、 該 内 視 鏡 の
遠 位 先 端 を 移 動 さ せ る よ う に 、 該 シ ー ス の 該 作 業 チ ャ ネ ル に 選 択 的 に 挿 入 さ れ る 、 偏 向 カ
テ ー テ ル 、
を 備 え る 、 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 シ ー ス が 、 形 状 保 持 機 構 を そ の 遠 位 端 に 備 え る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 使 い 捨 て 画 像 化 内 視 鏡 で あ っ て 、 以 下 ：
　 内 視 鏡 シ ー ス で あ っ て 、 近 位 端 、 遠 位 端 、 お よ び 該 近 位 端 か ら 該 遠 位 端 ま で 延 び る 少 な
く と も １ つ の 管 腔 を 有 す る 、 内 視 鏡 シ ー ス ；
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　 該 シ ー ス の 該 遠 位 端 に お け る 複 数 の 発 光 ダ イ オ ー ド で あ っ て 、 内 部 身 体 組 織 を 照 射 す る
よ う に 選 択 的 に 作 動 さ れ る 、 複 数 の 発 光 ダ イ オ ー ド ；
　 該 シ ー ス の 該 遠 位 端 に 配 置 さ れ た 画 像 セ ン サ で あ っ て 、 組 織 サ ン プ ル の 画 像 を 表 す 電 気
信 号 を 伝 達 す る 、 画 像 セ ン サ 、
を 備 え ；
　 該 シ ー ス の 該 遠 位 端 は 、 該 管 腔 内 に 挿 入 可 能 な 偏 向 デ バ イ ス に よ っ て 移 動 可 能 な 形 状 保
持 機 構 を さ ら に 備 え 、 該 形 状 保 持 機 構 は 、 該 偏 向 デ バ イ ス が 該 管 腔 か ら 取 り 外 さ れ た 後 に
、 該 シ ー ス の 該 遠 位 端 の 形 状 を 保 持 す る 、 使 い 捨 て 画 像 化 内 視 鏡 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 形 状 保 持 機 構 が 、 前 記 シ ー ス の 前 記 遠 位 先 端 に 隣 接 し て 配 置 さ れ た １ つ 以 上 の ワ イ
ヤ を 備 え る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 使 い 捨 て 画 像 化 内 視 鏡 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 形 状 保 持 機 構 が 、 前 記 シ ー ス の 前 記 遠 位 端 に 隣 接 す る 可 撓 性 ス テ ン ト で あ る 、 請 求
項 １ １ に 記 載 の 使 い 捨 て 画 像 化 内 視 鏡 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 患 者 の 内 部 体 腔 か ら 画 像 を 捕 捉 す る 方 法 で あ っ て 、 以 下 ：
　 内 視 鏡 を 該 患 者 に 挿 入 す る 工 程 で あ っ て 、 該 内 視 鏡 が 、 近 位 端 、 遠 位 端 、 作 業 チ ャ ネ ル
、 該 内 視 鏡 の 該 遠 位 端 で 光 を 生 成 す る 複 数 の 発 光 ダ イ オ ー ド 、 お よ び 該 内 部 体 腔 の 画 像 を
生 成 す る た め の 画 像 セ ン サ を 有 す る 、 工 程 ；
　 該 内 視 鏡 の 該 遠 位 端 を 、 偏 向 カ テ ー テ ル を 該 内 視 鏡 に 挿 入 し 、 そ し て 該 偏 向 カ テ ー テ ル
の 遠 位 先 端 を 移 動 さ せ て 、 該 内 視 鏡 の 遠 位 端 を 移 動 さ せ る こ と に よ っ て 、 該 内 視 鏡 の 該 遠
位 端 を 選 択 的 に 配 置 す る 工 程 ； な ら び に
　 該 偏 向 カ テ ー テ ル を 該 内 視 鏡 か ら 引 き 抜 く 工 程 、
を 包 含 す る 、 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 （ 発 明 の 分 野 ）
　 本 発 明 は 、 医 療 デ バ イ ス に 関 し 、 そ し て 具 体 的 に は 、 画 像 化 内 視 鏡 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 （ 発 明 の 背 景 ）
　 Ｇ Ｉ 管 ま た は 他 の 内 部 体 腔 に お い て 実 施 さ れ る 、 ほ と ん ど の 最 小 侵 襲 性 外 科 手 順 は 、 内
視 鏡 の 補 助 に よ っ て 達 成 さ れ る 。 代 表 的 な 内 視 鏡 は 、 照 射 チ ャ ネ ル お よ び 画 像 捕 捉 チ ャ ネ
ル を 有 し 、 こ れ ら の 両 方 が 、 光 フ ァ イ バ ー の 束 か ら 作 製 さ れ る 。 照 射 チ ャ ネ ル は 、 患 者 の
内 部 体 腔 を 照 射 す る た め の 光 源 に 結 合 さ れ 、 そ し て 照 射 チ ャ ネ ル は 、 ス コ ー プ の 遠 位 端 の
レ ン ズ に よ っ て 生 成 さ れ る 画 像 を 、 接 続 さ れ た カ メ ラ ユ ニ ッ ト ま た は デ ィ ス プ レ イ デ バ イ
ス に 伝 達 す る 。 ほ と ん ど の 内 視 鏡 は ま た 、 作 業 チ ャ ネ ル を 有 し 、 こ の チ ャ ネ ル を 通 し て 、
細 長 処 置 ／ 外 科 デ バ イ ス が 通 さ れ 得 る 。 こ の 処 置 デ バ イ ス は 、 通 常 、 そ の 近 位 端 に ハ ン ド
ル ま た は 制 御 器 を 有 し 、 こ れ は 、 医 師 に よ っ て 、 何 ら か の 外 科 手 順 を 実 施 す る た め に 操 作
さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 内 視 鏡 は 、 示 さ れ た 技 術 で あ る が 、 ほ と ん ど が 、 製 造 に 費 用 が か か る 。 さ ら に 、 内 視 鏡
中 の 光 フ ァ イ バ ー は 、 取 り 扱 い お よ び 操 縦 の 手 順 の 間 に 破 壊 に 供 さ れ 、 そ し て 修 復 に 費 用
が か か る 。 光 フ ァ イ バ ー の 破 壊 を 制 限 す る 目 的 で 、 ほ と ん ど の 内 視 鏡 は 、 比 較 的 合 成 で あ
る 。 こ の よ う な 合 成 は 、 通 常 、 作 業 チ ャ ネ ル を 、 ス コ ー プ の 直 径 に 対 し て 比 較 的 小 さ く す
る こ と に よ っ て 、 達 成 さ れ る 。 し か し 、 小 さ い 作 業 チ ャ ネ ル は 、 そ の チ ャ ネ ル に 挿 入 さ れ
得 る 医 療 デ バ イ ス の 数 を 制 限 す る 。 あ る い は 、 作 業 チ ャ ネ ル が よ り 大 き く さ れ る 場 合 、 内
視 鏡 の 厚 さ 画 像 化 さ れ 、 こ れ に よ っ て 、 こ の ス コ ー プ が 経 路 決 定 さ れ る 位 置 の 数 を 減 少 さ
せ る 。
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【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ れ ら の 欠 点 を 考 慮 し て 、 体 腔 に 光 を 伝 達 し 、 そ し て 体 腔 か ら 画 像 を 伝 達 す る た め に 光
フ ァ イ バ ー に 依 存 し な い 、 内 視 鏡 に つ い て の 必 要 性 が 存 在 す る 。 さ ら に 、 こ の 内 視 鏡 は 、
作 業 チ ャ ネ ル の 大 き さ を 過 剰 に 狭 く す る こ と な く 、 比 較 的 小 さ い 直 径 で 作 製 さ れ 得 る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 （ 発 明 の 要 旨 ）
　 こ れ ら お よ び 他 の 問 題 に 取 り 組 む た め に 、 本 発 明 は 、 可 撓 性 の 照 射 お よ び 画 像 化 機 構 を
有 す る 内 視 鏡 巣 シ ー ス で あ る 。 こ の 照 射 機 構 は 、 好 ま し く は 、 体 腔 を 照 射 す る た め の 、 複
数 の 発 光 エ ミ ッ タ ー （ 例 え ば 、 発 光 ダ イ オ ー ド ） を 備 え る 。 こ の 画 像 化 機 構 は 、 シ ー ス の
遠 位 端 に 配 置 さ れ た 、 光 検 出 器 ま た は 固 体 カ メ ラ チ ッ プ を 備 え 、 こ れ は 、 体 腔 の 組 織 の 画
像 を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 内 視 鏡 シ ー ス は 、 取 り 外 し 可 能 な 偏 向 デ バ イ ス に よ っ て 構 内 に 選 択 的 に 配 置 可 能 な
、 遠 位 端 を 有 す る 。 １ つ の 実 施 形 態 に お い て 、 こ の 偏 向 デ バ イ ス は 、 そ の 長 さ に 沿 っ て 延
び る １ つ 以 上 の 操 縦 ワ イ ヤ の よ う な 、 操 縦 機 構 を 有 す る 。 こ の 偏 向 デ バ イ ス は 、 内 視 鏡 シ
ー ス 内 に 挿 入 さ れ 、 そ し て 操 縦 機 構 は 、 そ の 遠 位 先 端 を 移 動 さ せ る よ う に 調 節 さ れ る 。 偏
向 デ バ イ ス の 先 端 の 移 動 は 、 内 視 鏡 シ ー ス の 遠 位 端 に お け る 対 応 す る 移 動 を 生 じ る 。 １ つ
の 実 施 形 態 に お い て 、 内 視 鏡 シ ー ス の 遠 位 端 は 、 形 状 保 持 機 構 を 有 し 、 こ の 機 構 は 、 偏 向
デ バ イ ス が 取 り 外 さ れ た 場 合 に 、 そ の 所 望 の 位 置 を 維 持 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 上 記 局 面 お よ び 多 く の 付 随 す る 利 点 は 、 添 付 の 図 面 と 組 み 合 わ せ て 考 慮 さ れ る
場 合 に 以 下 の 詳 細 な 説 明 を 参 照 す る こ と に よ っ て 、 本 発 明 が よ り よ く 理 解 さ れ る に つ れ て
、 よ り 容 易 に 明 ら か に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 （ 好 ま し い 実 施 形 態 の 詳 細 な 説 明 ）
　 本 発 明 の １ つ の 実 施 形 態 に 従 う 内 視 鏡 画 像 化 シ ス テ ム １ ０ は 、 内 視 鏡 シ ー ス １ ２ を 備 え
、 こ の シ ー ス は 、 そ の 遠 位 端 １ ４ ～ 目 的 の 組 織 サ ン プ ル へ と 光 を 発 光 す る 。 こ の 組 織 か ら
反 射 さ れ た 光 が 、 内 視 鏡 シ ー ス １ ２ の 遠 位 端 の 画 像 化 デ バ イ ス １ ６ に よ っ て 受 信 さ れ る 。
画 像 化 デ バ イ ス １ ６ か ら の 信 号 は 、 内 視 鏡 シ ー ス １ ２ に 結 合 さ れ た コ ン ピ ュ ー タ お よ び 画
像 プ ロ セ ッ サ ２ ０ に よ っ て 受 信 さ れ る 。 コ ン ピ ュ ー タ お よ び 画 像 プ ロ セ ッ サ ２ ０ は 、 組 織
の 画 像 を 生 成 し 、 こ の 画 像 は 、 医 師 に 対 し て 、 デ ィ ス プ レ イ 端 末 ２ ２ 上 で 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 で よ り 詳 細 に 説 明 さ れ る よ う に 、 内 視 鏡 シ ー ス の 遠 位 端 １ ４ は 、 内 視 鏡 シ ー ス １ ２
の 管 腔 内 に フ ィ ッ ト す る 偏 向 デ バ イ ス ７ ０ に よ っ て 、 所 望 の 方 向 に 配 向 さ れ う る 。 偏 向 デ
バ イ ス ７ ０ は 、 操 縦 機 構 （ 例 え ば 、 複 数 の プ ル ワ イ ヤ な ど ） を 備 え 、 こ の 機 構 は 、 偏 向 デ
バ イ ス ７ ０ の 遠 位 端 ６ ２ が 所 望 の 方 向 に 操 作 さ れ る こ と を 可 能 に す る 。 一 旦 、 内 視 鏡 シ ー
ス １ ２ の 遠 位 端 １ ４ が 所 望 の 方 向 で 配 置 さ れ る と 、 偏 向 デ バ イ ス ７ ０ は 、 内 視 鏡 シ ー ス １
２ 内 の 管 腔 か ら 取 り 除 か れ る 。 シ ー ス １ ２ の 遠 位 端 １ ４ は 、 形 状 保 持 機 構 を 有 し 、 こ の 機
構 は 、 偏 向 デ バ イ ス ７ ０ が 取 り 除 か れ た 場 合 で さ え も 、 そ の 位 置 を 保 持 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 の １ つ の 実 施 形 態 に 従 う 内 視 鏡 シ ー ス １ ２ を 、 よ り 詳 細 に 示 す 。 シ ー ス
１ ２ は 、 近 位 端 ２ ８ 、 遠 位 端 １ ４ で 終 わ る 遠 位 領 域 ３ ０ 、 お よ び 近 位 端 か ら 遠 位 端 ま で 延
び る 少 な く と も １ つ の 管 腔 （ こ れ は 、 作 業 チ ャ ネ ル ３ ６ を 規 定 す る ） を 備 え る 。 内 視 鏡 １
２ の 遠 位 端 １ ４ に は 、 複 数 の 固 体 光 源 ３ ８ （ 例 え ば 、 発 光 ダ イ オ ー ド （ Ｌ Ｅ Ｄ ） ） が 配 置
さ れ る 。 各 Ｌ Ｅ Ｄ は 、 １ 対 の 可 撓 性 ワ イ ヤ （ 図 示 せ ず ） を 備 え 、 こ れ ら の ワ イ ヤ は 、 内 視
鏡 シ ー ス １ ２ の 遠 位 端 ２ ８ に て 、 コ ネ ク タ ４ ０ で 終 わ る 。 光 源 ３ ８ は 、 透 明 な Ｌ Ｅ Ｄ で あ
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っ て も 、 有 色 の Ｌ Ｅ Ｄ （ 例 え ば 、 赤 色 、 緑 色 お よ び 青 色 ） で あ っ て も よ い 。 白 色 光 の 画 像
は 、 透 明 な Ｌ Ｅ Ｄ の 照 射 、 お よ び 画 像 の 記 録 に よ っ て 生 成 さ れ 得 る 。 あ る い は 、 赤 色 、 緑
色 お よ び 青 色 の 画 像 は 、 赤 色 、 緑 色 お よ び 生 殖 の Ｌ Ｅ Ｄ を 用 い て 組 織 を 連 続 的 に 照 射 し 、
そ し て 有 色 の 画 像 を 、 コ ン ピ ュ ー タ お よ び 画 像 プ ロ セ ッ サ ２ ０ ま た は デ ィ ス プ レ イ ２ ２ で
組 み 合 わ せ る こ と に よ っ て 、 生 成 さ れ 得 る 。 内 部 体 腔 か ら 反 射 さ れ る 光 は 、 画 像 化 デ バ イ
ス １ ６ （ 例 え ば 、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド 、 固 体 カ メ ラ （ Ｃ Ｃ Ｄ ア レ イ ま た は 他 の 画 像 セ ン サ を
備 え る ） ） に よ っ て 受 信 さ れ る 。 照 射 さ れ た 組 織 を 表 す 電 気 信 号 は 、 内 視 鏡 の 近 位 端 ２ ８
の コ ネ ク タ ４ ０ で 終 わ る ワ イ ヤ を 介 し て 、 図 １ に 示 さ れ る コ ン ピ ュ ー タ お よ び 画 像 プ ロ セ
ッ サ ２ ０ に 運 ば れ る 。 内 視 鏡 シ ー ス の 近 位 端 の フ ラ ッ シ ン グ ポ ー ト ４ ２ は 、 画 像 セ ン サ １
６ を 浄 化 し 、 そ し て 作 業 チ ャ ネ ル ３ ６ を 一 般 に フ ラ ッ シ ュ す る 目 的 で 、 液 体 が シ ー ス を 通
し て 送 達 さ れ る こ と を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ４ は 、 内 視 鏡 シ ー ス １ ２ の 遠 位 先 端 １ ４ を 示 す 。 こ の 先 端 は 、 作 業 チ ャ ネ ル ３ ６ の 周
り に 配 置 さ れ た 複 数 の 固 体 光 源 ３ ８ を 有 す る 。 さ ら に 、 こ の シ ー ス は 、 フ ラ ッ シ ン グ ポ ー
ト 管 腔 ５ ２ を 備 え 得 、 こ の 管 腔 を 通 し て 、 生 理 食 塩 水 ま た は 他 の 液 体 ／ 気 体 が 送 達 さ れ 得
る 。 フ ラ ッ シ ン グ ポ ー ト 管 腔 ５ ２ は 、 送 達 さ れ る 液 体 ／ 気 体 の 一 部 分 が 、 画 像 化 デ バ イ ス
１ ６ の 表 面 を 清 浄 化 す る よ う に 設 計 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 内 視 鏡 シ ー ス １ ２ の 遠 位 領 域 ３ ０ は 、 一 般 に 近 位 端 ２ ８ よ り さ ら に 可 撓 性 で あ る 可 撓 性
を 有 す る 。 こ の 近 位 端 は 、 シ ー ス の 壁 に 包 埋 さ れ た 、 編 組 ３ ４ ま た は 他 の 強 化 部 材 を 有 し
得 る 。 こ の 強 化 部 材 は 、 シ ー ス の 遠 位 領 域 ３ ０ ま で の 全 体 に わ た っ て 延 び ず 、 従 っ て 、 遠
位 領 域 ３ ０ は 、 近 位 端 よ り 可 撓 性 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ３ は 、 シ ー ス の 遠 位 先 端 を 所 望 の 方 向 で 配 置 す る た め に 、 内 視 鏡 シ ー ス １ ２ の 管 腔 内
に 挿 入 さ れ る 、 偏 向 デ バ イ ス ７ ０ の １ つ の 実 施 形 態 を 示 す 。 本 発 明 の １ つ の 実 施 形 態 に お
い て 、 偏 向 デ バ イ ス は 、 作 業 チ ャ ネ ル ３ ６ に 挿 入 さ れ る 。 し か し 、 他 の 管 腔 が 、 特 に 偏 向
デ バ イ ス を 受 容 す る た め に 、 内 視 鏡 シ ー ス 内 に 提 供 さ れ 得 る 。 偏 向 デ バ イ ス ７ ０ は 、 可 撓
性 先 端 ７ ４ を 有 す る 細 長 カ テ ー テ ル ７ ２ を 備 え 、 こ の カ テ ー テ ル は 、 可 撓 性 先 端 ７ ４ を 方
向 付 け る た め の 、 複 数 の プ ル ワ イ ヤ （ 図 示 せ ず ） の よ う な 操 縦 機 構 を 備 え る 。 各 プ ル ワ イ
ヤ は 、 好 ま し く は 、 カ テ ー テ ル ７ ２ の 縁 部 に 沿 っ て 配 置 さ れ 、 そ し て 近 位 端 が 、 偏 向 デ バ
イ ス の 近 位 端 に お い て 、 ハ ン ド ル 内 の ホ イ ー ル ８ ０ に 固 定 さ れ る 。 ホ イ ー ル ８ ０ を 回 転 さ
せ る こ と に よ っ て 、 ２ つ の 対 向 す る プ ル ワ イ ヤ が 、 カ テ ー テ ル の い ず れ か の 側 に お い て 同
時 に 収 縮 お よ び 伸 長 さ れ 、 こ れ に よ っ て 、 遠 位 先 端 ７ ４ を 、 面 内 の 所 望 の 方 向 に 屈 曲 さ せ
る 。 さ ら に 、 ホ イ ー ル ８ ０ は 、 プ ル ワ イ ヤ の 別 の 対 を 収 縮 お よ び 伸 長 さ せ る た め に 、 ハ ン
ド ル 内 の ス ロ ッ ト ８ ２ 内 で 移 動 さ れ 得 、 そ の 結 果 、 先 端 は 、 別 の 面 内 で 前 後 に 移 動 す る 。
本 発 明 の こ の 実 施 形 態 は 、 操 縦 機 構 と し て プ ル ワ イ ヤ を 使 用 す る が 、 他 の 技 術 （ 例 え ば 、
流 体 ／ 空 気 で 膨 張 可 能 な ブ ラ ダ ー 、 磁 力 、 電 磁 ア ク チ ュ エ ー タ な ど ） が 、 偏 向 デ バ イ ス ７
０ の 先 端 を 所 望 の 方 向 に 屈 曲 さ せ る た め に 使 用 さ れ 得 る こ と が 、 理 解 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 １ つ の 実 施 形 態 に お い て 、 偏 向 デ バ イ ス ７ ０ の 遠 位 先 端 ７ ４ は 、 カ テ ー テ ル ７ ２ の 近 位
領 域 よ り 可 撓 性 で あ り 、 こ れ に よ っ て 、 遠 位 先 端 ７ ４ に 対 す る 操 縦 機 構 の 影 響 を 制 限 す る
。 図 ５ に 示 さ れ る よ う な 、 内 視 鏡 シ ー ス １ ２ の 作 業 チ ャ ネ ル ３ ６ 内 へ の 偏 向 デ バ イ ス ７ ０
の 挿 入 の 際 に 、 遠 位 先 端 ７ ４ の 移 動 は 、 内 視 鏡 シ ー ス の 遠 位 端 １ ４ の 対 応 す る 移 動 を 引 き
起 こ す 。 一 旦 、 シ ー ス の 遠 位 先 端 １ ４ が 所 望 の 方 向 で 配 向 さ れ る と 、 偏 向 デ バ イ ス ７ ０ は
、 管 腔 か ら 引 き 抜 か れ 、 そ し て シ ー ス の 遠 位 先 端 １ ４ は 、 そ の 所 望 の 位 置 を 保 持 し 、 そ の
結 果 、 外 科 医 は 、 患 者 の 身 体 の 所 望 の 領 域 に ア ク セ ス し 得 、 そ し て そ の 領 域 を 観 察 し 得 る
。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 に 示 さ れ る よ う に 、 内 視 鏡 シ ー ス １ ２ の 遠 位 領 域 ３ ０ は 、 偏 向 デ バ イ ス ７ ０ に よ っ て
移 動 さ れ る た め に 十 分 に 可 撓 性 の 形 状 保 持 機 構 を 有 し 、 そ し て 一 旦 、 偏 向 デ バ イ ス が 作 業
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チ ャ ネ ル ３ ６ か ら 取 り 外 さ れ た 場 合 に 、 内 視 鏡 シ ー ス の 遠 位 先 端 １ ４ が そ の 形 状 を 保 持 す
る こ と を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 形 状 保 持 機 構 は 、 シ ー ス の 遠 位 領 域 ３ ０ の 製 造 の た め の 、 形 状 保 持 材 料 を 選 択 す る こ と
に よ っ て 作 製 さ れ 得 る 。 あ る い は 、 形 状 保 持 機 構 （ 例 え ば 、 ワ イ ヤ ７ ６ ） が 、 図 ６ に 示 さ
れ る よ う に 、 遠 位 領 域 ３ ０ 内 に 包 埋 さ れ 得 る 。 ワ イ ヤ ７ ６ は 、 偏 向 デ バ イ ス ７ ０ に よ っ て
屈 曲 さ れ る が 、 偏 向 デ バ イ ス ７ ０ が 取 り 除 か れ た 場 合 に 、 そ の 形 状 を 保 持 す る 。 あ る い は
、 形 状 保 持 能 力 を 有 す る 編 組 ス テ ン ト ７ ８ が 、 図 ７ に 示 さ れ る よ う に 、 シ ー ス の 遠 位 領 域
３ ０ に 組 み 込 ま れ て 、 一 旦 、 偏 向 デ バ イ ス ７ ０ が 取 り 外 さ れ た 場 合 に 、 そ の 形 状 を 維 持 し
得 る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 内 視 鏡 シ ー ス １ ２ を 、 取 り 外 し 可 能 な 偏 向 デ バ イ ス を 用 い て 所 望 の 方 向 で 配 向 さ せ る こ
と に よ っ て 、 シ ー ス １ ２ は 、 従 来 の 内 視 鏡 よ り 細 く 作 製 さ れ 得 る 。 な ぜ な ら 、 操 縦 ワ イ ヤ
が こ の デ バ イ ス に 組 み 込 ま れ る 必 要 が な い か ら で あ る 。 さ ら に 、 作 業 チ ャ ネ ル の 大 き さ は
、 シ ー ス の 大 き さ に 対 し て 増 加 さ れ 得 る 。 な ぜ な ら 、 こ の シ ー ス は 、 光 フ ァ イ バ ー の 破 壊
を 防 止 す る た め に 剛 性 で あ る 必 要 が な い か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 が 図 示 お よ び 説 明 さ れ た が 、 本 発 明 の 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と
な く 、 種 々 の 変 化 が 本 発 明 に お い て な さ れ 得 る こ と が 理 解 さ れ る 。 従 っ て 、 本 発 明 の 範 囲
は 、 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 お よ び そ の 均 等 物 に よ っ て 規 定 さ れ る べ き で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の １ つ の 実 施 形 態 に 従 う 、 内 視 鏡 画 像 化 シ ス テ ム を 示 す 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 本 発 明 に 従 う 、 内 視 鏡 シ ー ス の １ つ の 実 施 形 態 を 図 示 す る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 内 視 鏡 シ ー ス を 配 置 す る た め の 偏 向 デ バ イ ス の １ つ の 実 施 形 態 を 図 示 す
る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 内 視 鏡 シ ー ス に お け る 複 数 の 管 腔 を 図 示 す る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 内 視 鏡 シ ー ス 内 の 偏 向 デ バ イ ス を 図 示 す る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 内 視 鏡 シ ー ス 内 の 形 状 保 持 機 構 の 実 施 形 態 を 図 示 す る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 内 視 鏡 シ ー ス 内 の 形 状 保 持 機 構 の 実 施 形 態 を 図 示 す る 。

10

20

30

(6) JP 2006-505348 A 2006.2.16



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

(8) JP 2006-505348 A 2006.2.16



【 国 際 調 査 報 告 】
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可操纵的内窥镜护套具有近端，远端和设置在其中的工作通道内腔。诸
如发光二极管的多个固态发光装置位于护套的远端附近，并且被选择性
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组织反射的光产生图像。内窥镜护套的远侧尖端可选择性地移动，其中
偏转装置可插入护套中。偏转装置包括尖端偏转机构，其允许使用者移
动偏转装置的尖端。在偏转装置插入护套中的情况下，远侧尖端的移动
引起护套的远侧尖端中的相应运动。护套的远侧尖端具有形状保持机
构，一旦偏转装置从护套移除，该形状保持机构允许其保持由偏转装置
赋予的形状。
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